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元　埼玉県県民生活部国際課　副課長　廣田　通規

「やさしい日本語」推し
 埼玉県外国人お助けボランティア育成事業など

第 4次埼玉県多文化共生推進プラン
（2022～ 2026年度）
～誰もが主役の多文化共生社会の実現に向けて～
2022 年末に日本の在留外国人数が 300万人を突破

する中、本県にも全国第５位の水準となる21万人以上
の外国人住民が生活しています。10年前と比較すると約
1.8 倍に急増しており、今後も増加が見込まれています。
県では 2022 年度から第４次多文化共生推進プラン
を推進しています。第４次プランでは SDGs の基本理
念である「誰一人取り残さない」社会の実現につなげる
ため、新たな視点を取り入れました。
前プランでは高度人材外国人への対応や東京 2020
オリンピック・パラリンピック競技大会などのイベント・
インバウンドを契機とする多文化理解やおもてなしに力
を入れていましたが、第４次プランでは、すべての外国
人住民の定着・活躍に向けた支援や、日本人住民と外国
人の日常の協働、SDGs を踏まえた多文化共生の視点で
取組をまとめています。
基本目標を「日本人住民、外国人住民が共に日本一暮

らしやすい SAITAMAづくり」とし、多文化共生を推進
する人材の育成数を5,000 人とする目標を掲げていま
す。この目標に係る主な事業を２つご紹介いたします。

「やさしい日本語」推し　埼玉県外国人
お助けボランティア育成事業
2022 年度からの新規事業として、身近な外国人支援
を「やさしい日本語」を活用しながら行うボランティア
を育成する研修を実施しています。
研修では、阪神淡路大震災の経験から生まれ、日本人
と外国人が意思疎通をするための共通言語として重要性
を増した「やさしい日本語」と、「ボランティアの心得」
とを合わせて体得していただき、「埼玉県外国人お助け
ボランティア」として認定し、バッジを差し上げていま

す。語学の知識や経験は一切不要とご案内しています。
年間 400 人、2026 年度末までに 2,000 人のボラン
ティアの育成を目指し、県内４か所で開催するほか、研
修動画を YouTube で公開しています（2022 年度：
680人受講）。
参加者からは「外国語が話せなくても『やさしい日本
語』を使ってボランティアができることを知った」「で
きることがありそうな気がしてきて、３時間があっとい
う間だった」「小さなきっかけがあればお互いに心を開
けることが多い、という話が印象に残った」「『待ち』の
姿勢だったが、積極的に行動していいのだという勇気を
もらった」など、「やさしい日本語」を活用したボランティ
ア育成に手ごたえを感じており、引き続き事業を推進し
ています。
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外国人お助けボランティア育成研修の様子

外国人お助けボランティア認定
証（デジタル認定証）

外国人お助けボランティ
ア認定バッジ（バッグな
どにつけていただき、「や
さしい日本語」で話しま
すと外国人住民にもア
ピールしていただく）



現場レポート

日本語学習支援事業
外国人住民にとって地域の接点となる日本語教室は、
2021年度の県の調査では 49市町で 136団体が設置・
運営していますが、14町村では未設置の状況でした。
県では、2021 年 7 月に「埼玉県日本語教育の推進
に関する基本的な方針」を策定し、日本語教育支援人材
の確保や日本語教室空白地域の解消に体系的に取り組む
こととしました。具体的には、2022年度に日本語教育
支援人材確保のため、初心者向け・経験者向けなどの日
本語教室ボランティア講座などを開催し 493 人を育成

しました。
また、空白地域の解消のため、地域日本語教室相談・
立ち上げアドバイザー派遣を行い、２町に日本語教室が
設置されました。アドバイザー派遣を受けた自治体から
は「無償で知見のある方を派遣してくれるのは助かる」
など、取組を評価する声をいただいており、引き続き事
業を推進しています。

2012年度の１年間、クレア多文化共生課長としてお
世話になりました。クレアで経験させていただいた全国
の先進的な多文化共生施策を埼玉県でも参考にさせてい
ただきました。県では今後も「誰もが主役の多文化共生
社会の実現」に向けて取り組んでまいります。
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数学者/大道芸人/タレント

ピーター・フランクル 氏
ハンガリー出身。1971年、国際数学オリンピック金メダル獲

得。オトボス大学数学科入学後、1975年パリ第7大学に

国費留学。1977年数学博士号取得。1978年ハンガリー

サーカス学校で舞台芸人の国家資格に合格。1982年に

東京大学に招かれ初来日。ユダヤ人差別がなく、親切で

まじめな日本に居心地の良さを感じ、1988年から定住。

ハンガリーの最高科学研究機関であるハンガリー学士院

メンバー。算数オリンピック専務理事。日本ジャグリング協会

名誉顧問。12ヶ国語を操り、110ヶ国以上を訪れている。

聖心女子大学　教授

岩田 一成（いわた かずなり）氏
元青年海外協力隊隊員（日本語教師：中国内蒙古自

治区派遣）、大阪大学大学院言語文化研究科博士

後期課程修了。国際交流基金日本語国際センター、

広島市立大学を経て現職。本務校では日本語教師養

成に関わる。外国人の視点から、街の公共サインや公用

文を分析する著書を執筆。「やさしい日本語」普及のた

め、各地の自治体や医療関係者に向けて研修を行って

いる。出入国在留管理庁による2022年度「話し言葉の

やさしい日本語の活用促進に関する会議」委員。

埼玉県マスコット 「コバトン」 「さいたまっち」

所沢市民文化センター
ミューズ ザ・スクエア

埼玉会館 小ホール

越谷コミュニティセンター
ポルティコ展示ホール

ボランティアの心得：
　石井ナナエ氏/エンピ・カンデル氏
やさしい日本語：有田玲子氏

ボランティアの心得：
　石井ナナエ氏/エンピ・カンデル氏
やさしい日本語：有田玲子氏

ボランティアの心得：
石井ナナエ氏/ピーター・フランクル氏
やさしい日本語：岩田一成氏

１１/２３（水・祝）

１/７（土）

２/１２（日）

13：00 ▶ 16：00

13：00 ▶ 16：00

13：00 ▶ 16：00

● 本セミナーは事前予約制となります。
　 詳細は申込サイトをご覧ください。
● お申込みをされた方には、
　「tabunka@cerespo.co.jp」から
　 受付完了メール、ご案内メールを
　 送信いたします。

● お申込みに関するお問合せ
　埼玉県多文化共生ボランティア育成事務局
      （株式会社セレスポ さいたま支店）　  TEL 048-762-6250
● 事業内容に関するお問合せ
　埼玉県県民生活部国際課　　　　　 TEL 048-830-2714
　　　　　　　　　　　　　　　  FAX 048-830-4748

受付時間　9：00～16：00 （土日祝、年末年始12/29～1/3を除く）お問合せ

※ 当日はマスク着用でお越しください。
※ 受付検温時、37.5℃以上ある方は、ご参加いただけ
　 ません。
※ 埼玉県 LINE コロナお知らせシステムのご登録を事前
 　にお済ませください。

会場

日時

受講される皆様へお願い

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/179623
/line_chirashi_riyousya.pdf

参加申込方法 以下のセミナー申込サイトからお申込みください。

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0306/tabunkakyousei/shienvol.html

埼玉県　外国人お助けボランティア

※ いただいた個人情報は、当事業運営及び埼玉県県民生活部
 　国際課で行う事後調査アンケートの案内や 今後の事業の
　 案内のみに使用し、それ以外の目的には使用しません。

講師

会場

日時

講師

会場

日時

講師

第２回

第３回

第４回

今後のスケジュール
講師プロフィール講師プロフィール

埼玉県 LINE コロナお知らせ
システムの詳細はこちらから！▶

２回目以降も申込受付中です。

地域日本語教室
相談･立ち上げアドバイザーを派遣します！

地域日本語教室活動に精通したアドバイザーが、みなさんをサポートします！

対象：市区町村、地域日本語教室等

お問い合わせ

（公財）埼玉県国際交流協会 担当：福田・本多 電話：048-833-2992

【令和３年度実施例】

・日本語教室の新規立ち上げについて
・ボランティアの募集や広報について
・「多文化共生」について理解を深めたい
・経験値の中で指導しているが、より効果的な方法を知りたい
・コロナ禍におけるオンライン教室の開催方法 など

依頼の内容に応じて、登録者の中から協会がアドバイザーを
選定し派遣します。
アドバイザーには次のような方が登録されています。

・地域日本語教室の運営に長期間携わっている方

・日本語教師として長年日本語教育に携わる方

・在住外国人の状況に詳しい方

派遣日数等：依頼内容により1回から調整します！

日本語教室を始めたいが、
どうやったらいいんだろう…

日本語教室運営の
ノウハウをもっと
知りたい！

今の日本語教室をよりよくしたい、
バージョンアップしたい、もっと
多くの人に参加してもらいたい！

日本語指導の具体的な
方法を知りたい！

ボランティアスタッフ
を募りたいんだけど…

お気軽に
ご相談ください!!

埼玉県マスコット「コバトン」

派遣費 無料です!

第１回 外国人お助け
ボランティア育成研修
第１回 外国人お助け
ボランティア育成研修
第１回 外国人お助け
ボランティア育成研修
第１回 外国人お助け
ボランティア育成研修

参加無料

12：30 受付開始
13：00 やさしい日本語
　　　　 講師　有田玲子氏
14：10 ボランティアの心得
　　　　 日本人講師　石井ナナエ氏
　　　　 外国人講師　エンピ・カンデル氏
15：40 市町村による事例発表
16：00 終了

スケジュール

会場

主催　埼玉県 事務局（県委託業者）　株式会社セレスポさいたま支店

県内の外国人住民の増加・多様化が進み、 37人に１人が外国人と言われています。 日本人住民と外国人
住民がお互いの立場を理解し、安心して暮らすことのできる地域づくりに向けて、身近な外国人と気軽に
コミュニケーションをとるコツを学ぶセミナーを開催します。

10/31（月）13：00 ▶ 16：00

鴻巣市市民活動センター
埼玉県鴻巣市本町 1－2－1 
エルミこうのすアネックス 3 階

UNIBIRD株式会社　代表取締役

エンピ・カンデル 氏
日本の大学を卒業後、留学生の就職支援を行うため、

2017年UNIBIRD(株)を立ち上げ、紹介業を始めた。

外国人留学生のキャリア支援ならびに外国籍人材の

採用・育成支援を専門に行い、100以上の大学・日本

語学校で就業支援し、外国人留学生の就職活動、

入社後の職場適応を取り巻く課題の解決のため活動

している。

2021年までに累計4万人以上の学生にセミナー指導し、

指導した学生を90％の確率で内定に導いた。

自治体国際化協会（クレア）地域国際化推進アドバイザー

石井 ナナエ（いしい ななえ）氏
日本で暮らす外国人の役にたちたいと、1997年ＮＰＯ

法人ふじみの国際交流センターを設立。日本語指導、

外国ルーツの子どもの学習支援、外国人の生活相談、

DV被害者母子のシェルター運営と自立支援、多言語

での情報提供、交流サロンなど実施。

地域の国際化が進む中、外国人支援活動はとても楽

しく、やりがいがあり、これからますます必要と感じている。

ひらがなネット日本語教育アドバイザー/東京にほんごネット代表

有田 玲子（ありた れいこ）氏
2011年から日本語学校や地域の日本語教室等で日

本語教育に従事。

「日本語ボランティア養成講座」や自治体等での「やさ

しい日本語」講座、行政文書の「やさしい日本語」の

翻訳・監修などの実績がある。

また、文化庁「生活者としての外国人」のための日本語

学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」の制作

にも携わっている。

日時

講師プロフィール講師プロフィール

第１回

鴻　巣　駅

会場ＭＡＰ

鴻神社前

中央図書館入口 鴻巣駅入口

中央図書館

エルミこうのす
ショッピングモール

東口

西口JR 高崎線

164

大宮→←熊谷

鴻巣市市民
活動センター

※ 本研修を受講すると「外国人お助けボランティア」に認定され、オリジナルバッジが進呈されます。 や
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２回目以降のプログラムは裏面をご覧ください ▶

エルミ
こうのす

アネックス

外国人お助けボランティア育成研修チラシ
（第１回）

日本語学習支援事業に関するチラシ


